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学級の子どもたちは，計算したり，絵や図で

表したりすることは楽しいと感じるようになっ
てきている。

しかし，計算の原理や手順を発見したり，説

明したりすることは苦手であり数学的なよさを

追求し，一般化しようとする子どもは少ない。

４月から少しずつではあるが自分の考えを自

分の言葉で表現するようになってきている。そ

こで，学習のまとめを子どもたちの言葉ででき

るだけまとめるようにしてきている。

その反面，話し合いの場面では巣中力や理解

力に劣る子どもは意欲が薄れ.，一部の子どもだ

けで学習が進んでしまいがちである。

そこで，できるだけ具体的な活動を重視し，

興味・関心を高めることに取り組んできた。そ

の結果，自ら進んで活動したり，活動の中から

出てきた様々な考えや疑問を発表したり，みん

なの問題として話し合ったりする姿勢が見られ

るようになってきている。

多様な活動は収束が難しいことがままある。

その子なりのこだわりが一斉の中では取り上げ

ずらいからである。

同じように教えても，子どもの受けとり方や

学習の取り組みは，個々の子どもによって異な

る。だから，習得状況もちがいが出てくる。

子どもの学習時間・速度・到達状況・生活経

験などのちがいに応じた指導をするときの方法

としてＴＴ方式がある。これは子どもの持てる

ものをより豊かにし，よさを伸ばすことを大切

にと考えている。そのためには，個々の子ども

のよさを知り，そのよさを広げたり，深めだけ

できればと願っている。ただし，役割分担を明

確するなど難しさはある。少しずつではあるが

話し合いに参加して気づきや疑問などを表現で

きる子どもが増えつつあるように思える。

１．単元名「分数」

２，教材化の考え

'1ｉ子どもの背景

これまでに，子どもたちは，長さ・かさなど

を通して，その意味や測定方法，単位を学んで

きている。その際，テープや水などの連続量を

ある単位で測っていくと端数のでることがあり

端数部分の大きさを表すときに，１，，１．９，
１m0などの大きさをいくつか集めた大きさで表
すことを学んできている。

また，３年生では何のいくつ分というかけ算

の考え方や等分するというわり算やあまりにつ

いても学習してきている。特にあまりの大きさ

は除数よりも小さくなければならないことにつ

いても具体的な活動で理解してきた。

しかし，折り紙などで物を半分にしたり，半

分の半分にするという経験はあっても，日常生

活では物を等分したり，端数を処理する経験は

少なく，必要感に乏しい環境におかれているの
が現状であろう。

例えば,給食の食缶の食べ物の量によって，
人数分（一人分）の分量の見当をつけて盛りつ

けられる子は少ない。見当をつけらなかったば

かりに大量に余ったり，足りなくてパニックに
なった連ともある。

現在，学級の半数くらいの子どもが「算数が

好き」である。４月から比べるとあまり変わっ
ていない。

「どのようなときにおもしろいか」を調べた

ところ，「計算が正確にできたとき」（１３名）
「自分の考えをシートやノートに書いていると

き」（１１名）１自分の考えを発表できたとき」
（６名）「わからない人に教えてあげたとき」
（４名）てあった｡（複数回答）



'2）背景を生かした教材化 ることをはっきりさせる必要がある.特に等分

の意味を明確にさせる段階で，紙やテープを折

ったり切ったり，重ねたりする作業をさせるこ

とにより，端数を表すのに分数が必要であるこ

とを子ども自らが見つけ出せることが３年生の

発達段階の上でも大切である。

その際，不特定な大きさの物の分割や普遍単

位nIiなどのついた物を分割させることにより，

いろいろな気づきや疑問が出ることが予想され

る。その後の学習では，分数を.大小比較したり

数直線上に表したり，数直線上の分数を読みと

ったりすることができる。また，整数のときと

同じ考えで計算できるなどの学習をする。この

ようにして，整数の他に分数という数があるこ

とに気づかせ，数の仲間としていく。

本時での具体的な活動がその後の学習では半

具体物におきかえたりして，意味理解や理由づ

けでも役立つものを考えている。

～この単元では計算技能がねらいではなく，こ

のような操作的活動を通して，分数は単位分数

をもとにして，そのいくつ分かで表されること

を十分理解させることをねらっている。そのた

めにも意欲をもって活動できる具体物の提示な

どに検討を加えてきた。加法，減法では、視覚

的･操作的活動を通した経験を生かすことがで

きるようにと考えている。図や数直線を活用し

ながらその結果を求め，分数の構成について一

層理解をふかめたい。それらを通して既習と関

連づけたり，疑問が単元全体に持続され，解決

できた喜びを味わって木単元を終わらせたい。

(3)単元の目標

分数の理解は，子どもたちにとってたいへん

困難であるといわれている｡その原因は,分数

が「量Ａを、等分した、個分は、／ｎ」「Ｂの

Ａに対する割合が、／ｎ」「Ａを単位としてＢ

をわったときの値が、／、』「１を、等分した

ものを単位にした、倍の大きさは、／ｎ」「ｍ

／、、のように測定した量の大きさを表す、／

、」というようにいくつもの意味をもっている

からであろう。

そこで，分数の単元の最初の指導においては

子どもたちが比較的理解しやすい場から入るこ

とにした。

さらに，それがどんな場に発展していくのか

子どもの実態に合わせて指導計画を立てていき

たい。そして，いくつかの意味をもった分数を

指導の過程の中で同じ分数であることがつかめ

るように考えている。その意味で本時は単元全

体を見通した具体的な活動とおさえて考える。

今までの学習で取り扱ってきた数は全て整数

であったが，ここで初めて整数以外の数として

分数を指導することになる。前述のように子ど

もたちは日常の生活の中で端数がでたとき，そ

の処理のしかたについて様々な経験を持ちあわ

せている。長さの場合であれば，１ｍに満たな

い部分はそれよりも小さな単位である１ｍ，１

ｍをつかう。また，液量であれば１９に満たな

い場合は１．０，１，０の単位を使って表すことは

既習として身につけてきている。これらは端数

がでたときには１０等分して下位の単位をつけ

る小数の学習につながる考え方が基になってい

る。ところが，下位の単位をつくらすに端数部

分を表す方法を考えるとなると未知の学習とな

る。子どもたちが，この未知の学習である分数

に取り組むきっかけとして，身近な生活経験か

ら問題を設定したいのだが，分数を具体的な日

常生活の場で使うことはあまりない。そこで，

導入時に身近なものの測定を通して分数の必要

感をもたせることにより，興味・関心を高める

ことはできないかと考えた。

分数指導では蝋なる分割ではなく，等分であ

①分数を用いて数量を表すことに関心をもち

その有用さがわかり，用いようとする…

（関心・意欲・態度）

②もとにする大きさに着目し、分割部分や端

数部分の表し方として数を拡張して考えるこ

とができる。．（数学的な考え方）

③ト端数部分や等分してできる大きさを分数で

表し<同分母分数の加減法の計算ができる。

（表現・処砺）

(⑳分数の禰成や表し方・用い方・同分厩分数

のiljII減法の計算ができる。（知識・ＪＷ解）



（４）背尉を生かした学習計画（９時間扱い）

U0J0の聾

鴎１０①とＣＤＯ

2,

|鎖’
￣、~’￣’亜ジブ■Ｉ暉用肉可ｔＴＴロ呉二J雨もこうI･＝ユＯソ

Ｏ①と②のテープをくらべてみよう ①もとの長さがいくらかに着目させ
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・４枚だったら，１ずつ分けられるよ。●折り紙を使って,､問題提示をする
・１枚だったら，半分の半分にすればいいよ。

<折り紙コーナー＞<紙テープコーナー＞

Ｏいろいろな１／４を作ろう

☆ＴＴで，個々の追求を支援する。

Tl；等分の意味をおさえながら，

１／４になっているという根

【自由選択→自力追求→表現活動→交流活動】拠をしっかりもたせる。
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０いろいろな１／４をくらべようけながら，相互交流を促す。
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|エ／４の大きさがちがうのは”形が同じだと，４まいともぴつ｜
|もとの大きさがちがうからだね。たり重なるから，’／4。
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○形のちがう１／４をくわしく調べよう ．●簡単な等積変形に取り組ませる。
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Ｉ自力追求→表現活動→交流活動】
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４等分で，いろいろな１／４が作れたね。

他の等分もやってみたいな
￣■■■■■■■■■■■■－－－－－－－－－■■■■■■■■■■■■■■■■■■－－
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１
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⑧学習の成果を認め，次時に繋げる

同じ大きさになるように，４つに分けよう

３
分
》
数
の
表
し
方

☆ＴＴで，個々の追求を支援する。

《折り紙コーナー＞～<紙テープコーナー＞Ｔｌ;正確にエ／□が作れるよう，

Ｏもとの折り紙やテープとくらべよう～手助けする。

【自由選択→自力追求→表現活動→交流活動】
Ｆ￣￣￣－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－．－－－－－－－１

|いろいろな１／ロができたね。｜~
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等分したものはちがうけど，みんな１／ロと

言えるんだね。

ｉ等分した数が大きいと，１／□は小さくなるぞ。
￣■■■￣■■■■■■■■■－－－－－■■■■■■■■■■■■■－－－－＝●－－■■■■■■■■■￣■■■－－－－－－－－－■■■－■

１
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Ｔ２；色々な1／ロを比較させる。

②もとの大きさとの対比で１／ロの

意味や表し方をおさえる。

②Ｊ分数」「分子」「分母」の意味

や表記の仕方をおさえる。

いろいろな等分をやってみよう
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●「１／４ ｣とＪ１／４ｍ」の違い

をはっきりさせる．魚
_．｡■■ざ一・

⑱「１／４ｍの大きざＪをおさえる

●分数を使って端数を表すことによ

って，分数のよさをおさえる

●後半では ，
け■

、

｢１／４Ｑ」~を扱う｡）

６
》
分
数
の
構
成

･６

Ｏ数直線を使って，分数を表していこう

【自由選択→自力追求→表現活動→交流活動】
－０－－－－■■u■－■－ﾛ－－－－－－－－－－■■■-･■■ローーーローー---■■－－－－－－－－－￣■ロー￣■Ｕ

Ｉもとなる分数のいくつ分で，分数の大きさをＩ

表すことができるんだな。

分母の数だけ合わせたら，１になるんだな。

l分子はいくつ分遂表すんだ。
Ｉ。

|分母から何等分かがわj､)るさ且 －－－０

●単位分数を「もとにな:る分数」と

薑うように確認する。港
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=0

｡、 ■Ｕ､

●１／□が△こで,､△／ロと表すこ

とをおさえる。

●分子と分母の意味や役割をばつき

りさせる。

●ロ／□＝１をおさえる。
．□､▲
①

1/2,,1/3,,1/4,,……の２つ分，３つ分，

j４つ分１．.…･の大きさを分数に表そう

７
大
小
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☆ＴＴでヮ個々の追求を支援する。

Ｔ１；単位分数のいくつ分でできて

Ｏいろいろなくらべ方をしよういるかに着目させる。

〔数直線で〕 〔単位分数のいくつ分で〕
、

《で

【自力追求→表現活動→交流活動】

〔直接比較で〕Ⅲ２；表現方法を豊かにし，相互交

ィIﾌiﾖ1万VTﾐｮｮ擬茗;ﾎﾟﾄﾞﾏ砺15繭:ｉＨｒ－〒’．１
－１分数の大きさは，分子の数で決まるんだね｡’
．￣-2--------~Ｌ_~--ニーーーーニー---'--Ⅱ

～流を促す。

●不等号を使って表すことをおさえ

る 。

「三~＝＝気..:；「妄ﾃｰｰｱｰｺﾞ.:i:::；
どちらがどれだけ長いでしょう

８
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☆ＴＴで，個々の追求を支援する。

Ｏ分数のたし算やひき算にとりくもう．￣～え〆～、Ｔｌ;単位分数のいくつ分でできて

〔直接比較で〕〔単位分数のいくつ分で〕〔数直線で〕ル､るかに着目させる。

【自力追求→表現活動→交流活動】
塔;厩EfZ~E７頭;筋n百丁呑薮5)E~C\i廟F蕊~瀬rｌ
ちがいは，ならべてあまった部分を出すから，

ひき算を使うんだね。

ど

･４｡

⑪■⑥6｡■

つ

ちも，］し／ロのいくつ,３tわでわかるよ。

分数でも，たし算やひき算ができるんだね。

Ｔ２；相互交流を促す。

●機械的な計算にならないよう，具

体物と対応させて処理させる。

□.､

●後半でばか液量も扱ってたし算と
゛－，．，:．

ひき算をする。

「＝弓~テコ…
合わせると何ｍでしょう

匠亘。.;:i:::!:::i:::i:::i:::ｉ
ちがいは何ｍでしょう



３．一人一人を生かす学習展開

追求が進んできた段階で

11）その子らしさのとらえ

･友だちの考えを聞いたり見たり（掲示された

もの）することによって，自分の考えをふく

らませていく。

･自分の考えの根拠を操作活動によって粘り強

く明らかにしようとする。

･形や大きさのちがいに着目し，同じ等分であ

る根拠を明確にしていく。

･疑問を友だちや教師に投げかけ，相互の意見

交流の中で理解を深めたり，考えを改めたり

する。

．気づきや疑問などをカードにわかりやすくま

とめていく。

・自分の考えの根拠を明確にしながら，わかり

やすく説明していく。

問題解決をしていく過程で，一人一人が納得

しながら主体的に追求していく中に，その子ら

しさが表れてくると考える。

今回の分数の単元であれば，何分の何という

大きさを捉えるときに，

①直観を生かして見当をつけ，操作しながら確

かめていくｂ

②まず操作し，試行錯誤しながら捉えていく。

③絵や図に表しながらイメージをつかみ進めて

いく。

③割り算の考えを使い，数値を求めながら進め

ていく。

…というような取り組みが考えられる。

本時の実際の活動場面（４分の１を作る）で

考えられるその子らしさは，

…など，棟々な表れが想定できる。

それぞれのよさを展開の中で生かし，力を十

分に発揮させて，より深い納得に至らせたい。

活動の初めの段階で

(２１本時（１／９）の展開の考え

･直観や経験に基づき，操作を通して試行錯誤

的に答えを考えようとする。 単元の導入なので，その子なりの思いや方法
を大切にして等分していってほしいと思ってい
る。前述した追求におけるその子らしさが表れ、

てくると思うので，どのやり方も認め，たっぷ

り活動に浸らせたい。活動の中からいろいろな

疑問や気づきが出てくると考えられる。そこで，

「どうして１／４といえるのかな」という根拠
や「他の等分の仕方はないかな」「形がちがう了

けど同じ１／４かな」など掴に応じてＴ１，Ｔ

２の役割を分担して，一人一人が自分の考えに

自信を持ち，より確かな考えへと高めていける

ように関わる。そして，共感したり褒めたりし

て意欲を高めたり，考えを広げ深めたりできる

ようにして後半の交流につなげていく。さらに，

一人一人の表現を生かすために，カードやネー

ムプレートで明示させる。

(3)木時の目標

．－つのものを４等分する活mlIを通して，等分

に閲する苑見や腱間をもつ。（関）

・４分の１には，いろいろな大きさがあること

に気づく。（恩）

’ 4分の,の仕方は田鱈けじ.ない。
いって国縫ってある．

というように，等分してぴったりと重ね合う

折り方をどんどん見つけていく。

Ｉ
というように，ぴったりと重なり合わない等

分の例をいろいろと考え出す。

.長さに麹目して計算（割り算）し，数値をは

っきりさせてから操作活動にはいる。

・ぴったりと重なり合わない等分でも，等分に

は変わりないという根拠を明らかにしようと

こだわって考える。



（４）本時の展開（１／９）
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４、一人一人の高まりを見取る評価
（１）単元全体の評価

本単元では，下表の規準を持って，評価・支
援していく。‐

単元全体で，自力追求の場を子どもにゆだね
ていくように計画している｡そのために，『分
数の意味』『分数の表し方』『大小比較』『分
数の加減法』では，指導の形態を学級ＴＴで行
う｡、

子ども一人一人が，自分の思いで追求してい
く場面では，担任一人では十分に支援すること
が難しい。そこで，Ｔｌが授業全体の流れや学
級全体を見ていき，Ｔ２が特に支援が必要であ
ると予想される子どもにかかわっていく｡この

のようにＴｌとＴ２の役割をはっきりさせるように
考えている。

Ｔｌは，目標に対して自力で取り組んでいながら
もつまずいている子に対するアドバイスや自分の取・
り組みを振り返るように声をかけていくような支援
をしていく。また，子ども同士の交流を促すかかわ
りもしていきたい。

Ｔ２は，本時の目標に対して自力で考えていくこ
とが困難な子を支援していく。ただ分けることと等
分の違いや分ける活動の技能的な面への助言や手助
Ⅱナ．課題の意識化など，その子に応じて支援してい
く。

(2)本時における評価く当日資料＞

算数への関心・意欲６
態度

数学的な考え方 数量や図形についての
表現・処理

数鐵や図形についての
知識・理解

単
元
目
標

分数を用いて数量を表
すことに関心をもち，

その有用さがわかり，
用いようとする。

もとの大きさに着目し，
分割部分や端数部分の
表し方として数を拡張
して考えることができ
る ｡

端数部分や等分してで
きる大きさを分数で表
したり同分母分数の加
減法の計算ができる。

分数の構成と表し方，
用い方，同分母分数の
加減法の意味及びその
よさがわかる。

分数の

意味

(2)

．－つのものを４等分し
ようとしている。

･もとの大きさによって
1/４の大きさが変わる
ことを考えることがで
きる Ｃ

分数の
表し方

(1)

端数

(2)

･いろいろな1/ロをつく

ろうとしている。

･もとの大きさを意識し
ながら,自分なりの方
法で1/4mをつくろうと
している。

●

● もとの大きさに着目し
て ]/ロを考えること
ができる。

･もとの大きさに着目し，
端数部分を1/4mと考え
ることができる。

･単位のいくつ分のひと
っを１／□と書き表す
ことができる。

･分数で表された数の意
味がわかる。

分数の
構成

(1)

大小
比較

(1)

･単位分数の２つ分・３
つ分・４つ分･P･の大き
さを分数で表そうとし
ている。

．ｌ/ロのいくつ分で違い
を比べようとしている。

･分数を単位のいくつ分
という見方で考えるこ
とができる。

.ｌ/2,1/3,1/4の２つ分，
３つ分，４つ分…の大
きさを分数に表すこと
ができる。

･分数の構成をもとに大
小比較ができる。

･分数の構成と表し方，
用い方の意味がわかる

分数の

ｶﾛ減法
(2)

･分数のたし算とひき算
を計算しようとしてい
る 《》

･同分母分数のたし算と
ひき算ができる`，

･同分母分数のたし算と
ひき算のよさと意味が
わかる。


